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作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 八ヶ岳高原プレーンヨーグルト生乳１００ 

機能性関与成分名 ビフィズス菌（Bifidobacterium lactis, BB-12） 

表示しようとする

機能性 

本品にはビフィズス菌（Bifidobacterium lactis, BB-12）

が含まれます。ビフィズス菌（Bifidobacterium lactis, 

BB-12）は、生きて腸まで届くことで、腸内環境を改善

し（善玉菌を増やし悪玉菌を減らす）、便通を改善する

機能があることが報告されています。 

 

２．作用機序 

 一般的な乳酸菌やビフィズス菌は、胃酸と胆汁酸などによるストレスを受け、

その殆どが、大腸に到達するまでに死滅すると考えられている。しかし

Bifidobacterium lactis, BB-12（以下ビフィズス菌 BB-12）は、多数の論文におい

て摂取期間中の被験者の糞便中に約 90%の割合で検出されることが報告されて

いる [1-3] 。例えば、村上らの研究おいて、ビフィズス菌 BB-12 を 9 億 cfu 含

むヨーグルトを 2 週間継続摂取した被験者の糞便を確認したところ、9 名中 8 名

からビフィズス菌 BB-12 が検出されている。この試験は糞便をまず溶かし、そ

れを培地にて培養し、できたコロニ―についてPCR法で検査していることから、

便の中まで生きたままビフィズス菌 BB-12 が到達していると考えられる[4]。 

 ビフィズス菌 BB-12 が生きて腸まで届く理由として、菌株特有の高い胃酸耐

性と胆汁酸耐性が考えられる。Meile らはフランス産ヨーグルトから、高い酸素

耐性を持つ新たな菌株 Bifidobacterium lactis を見出した[5]。ビフィズス菌 BB-

12 は、Meile らにより発見された Bifidobacterium lactis 菌と同一の菌種である。

ビフィズス菌 BB-12 も従来のビフィズス菌に比べて非常に高い耐酸性を有して

おり、pH 2-4 の酸性条件下において高い生存率を示すことが報告されている[6]。

この性質は、低 pH による H+-ATPase 活性、バクテリア内の pH を一定に保つ

のに関与する酵素複合体の誘導によるということが報告されている[7]。また、

ビフィズス菌 BB-12 は、胆汁中における生存率も高いことが報告されている[8]。 

 

 腸内に存在するビフィズス菌は糖質を分解し、乳酸や酢酸などの短鎖脂肪酸

を産生する。産生された短鎖脂肪酸の影響により腸管内の pH が低下し、

Bacteroidaceaes 等の悪玉菌の増殖および腸内腐敗産物の生成が抑制され、また

短鎖脂肪酸が腸管の上皮細胞にはたらきかけることで、腸管の蠕動運動が活発

化され便通が改善されるという報告がある[9-11]。ビフィズス菌 BB-12 において

も、生きたまま腸に届くことで、腸内環境を変化・改善させていると考えられる。 

 まず、Clostridium perfringens 等の悪玉菌の増殖および腸内腐敗産物の生成抑
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制による腸内環境改善について述べる。ビフィズス菌 BB-12 を 40 億 cfu 含むヨ

ーグルトを 2 週間摂取した西田らの研究では、非便秘傾向者群において、腸内

の善玉菌であるビフィズス菌数、占有率は有意に増加し、また悪玉菌である

Clostridium は減少していた[12]。さらに、塩谷らのビフィズス菌 BB-12 と同一

株である Bifidobacterium lactis FK120 株を 10 億 cfu 含むヨーグルトを一週間与

えると、摂取前と比較して、善玉菌であるビフィズス菌占有率増加、悪玉菌であ

る Clostridium perfringens の検出率減少が見られることが報告されている[13]。

塩谷らの別の研究においても、Bifidobacterium lactis FK120 株を 10 億 cfu 含む

ヨーグルトを一週間与えると、善玉菌であるビフィズス菌占有率の増加、

Clostridium perfringens の検出率減少、便水分量の増加およびアンモニア量の減

少が報告されている[3]。下剤を週 1 回以上摂取している高齢者の研究において

も同様に善玉菌であるビフィズス菌数および占有率の増加、悪玉菌である

Clostridium perfringens の検出率低下が報告されている[14]。これらの結果は、

ビフィズス菌 BB-12 を含む食品を摂取することにより、ビフィズス菌占有率の

増加および悪玉菌である Clostridium perfringens の減少を示しており、腸内環境

の改善を示していると考えられる。 

 次に、便通改善について述べる。例えば、塩谷らの研究において、ビフィズス

菌 BB-12 を 10 億 cfu 含むヨーグルトを 1 週間摂取することで便 pH の有意な低

下と排便回数の増加傾向が報告されている[3]。西田らの研究においても、ビフ

ィズス菌 BB-12 を 40 億 cfu 含むヨーグルトを 2 週間摂取することで、糞便中の

酢酸、酪酸、吉草酸などの短鎖脂肪酸が摂取前に対して有意な増加を示し、排便

日数および回数の増加傾向が報告されている[12]。以上のことから、ビフィズス

菌 BB-12 摂取の影響で腸内の短鎖脂肪酸量が増し、腸の蠕動運動が活発化され

排便が促進されたものと考える。 

  

 これらの結果から、ビフィズス菌（Bifidobacterium lactis, BB-12）は、生きて

腸まで届くことで、腸内環境を改善し（善玉菌を増やし悪玉菌を減らす）、便通

を改善する機能があると考えられる。 
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